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２０２3年 8月２９日 

１． 米国財政の現状および今後の展望 

(1) フィッチ（Fitch）による米国債の格下げ 

８月１日、Fitch が米国の外貨建て長期発行体デフォルト格付けを AAA から AA+に格下げする

ことを発表しました（図表１）。その理由として、Fitch は以下の 3点を挙げています。 

 今後3年間で予想される財政の悪化（一般政府財政赤字の拡大） 

 高水準かつ増加しつつある一般政府債務負担（一般政府債務の拡大） 

 繰り返される債務上限問題を巡る対立と土壇場での解決から明らかなように、他の「AAA」

「AA」格付諸国と比べて過去２０年間でガバナンスが低下していること（ガバナンスの低下） 

また、同社は、米国の財政を示す指標が同等格付諸国に対して大幅に劣後している点も指摘して

います。図表２に示す通り、連邦政府の歳入に占める支払利息の割合は、米国が２０２５年までに 10％

に達する勢いである一方、ＡＡＡ格付諸国の中央値は僅か１％、ＡＡ諸国では 2.8％となっています。

また、債務/GDP比率についても、同等格付諸国の平均を大幅に上回っている点を指摘しています。 

２０１１年に S&P が AAA から AA+に格下げした際はリスクオフが進み、金利は急低下したもの

の、今回は債務上限問題が取り沙汰された際（2023 年５月）に Fitch のアウトルックがＮｅｇａｔｉｖｅに

引き下げられていたことなどから、格下げはある程度事前に織り込まれていたとみられ、市場への影

響は限定的でした。一方、６月にようやく債務上限問題を２025 年１月まで先送りした経緯を踏まえれ

ば、近い将来に再びこの種の問題が市場に悪影響を及ぼす可能性があり、Fitch による格下げを契

機に米国の財政状況を整理しておくことは一定の意義があると思われます。 

以下では、米議会予算局（CBO）が発表する「財政・経済見通し」を通じて米国の財政収支や政府

債務の状況を振り返りつつ、今後の米国財政を巡るリスクについて展望することとします。 

     

 

 

 

 

 

１．米国財政の現状および今後の展望 

２．米国経済・金融市場アウトルック（運用会社等セミナー要旨） 

信金中央金庫ニューヨーク駐在員事務所 

米国金融市場レポート 

貴金庫限 

利払費/歳入 債務/GDP

AAA諸国

中央値
1.0% 39.3%

AA諸国

中央値
2.8% 44.7%

米国※ 10.0% 118.4%

【図表１】米国の格付推移 【図表２】同等格付諸国との比較 

※Fitch による２０２５年予測値 

(出所)S&P、Moody’s およびＦｉｔｃｈより信金中金ＮＹ駐在員事務所作成 

格付 アウトルック

S&P
AA+

2011/8 AAA→AA+

Stable

2011/4 Stable→Negative

2013/6 Negative→Stable

Moody's Aaa Stable

Fitch
AA+

2023/8 AAA→AA+

Stable

2023/5 Stable→Watch Negative

2023/8 Watch Negative→Stable

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/nyfinancialreport8.pdf

